










   新年を迎え、皆様のご多幸を心よりお祈り申し上げます。
コロナの蔓延によって、世界・大国・近隣諸国・日本そしてあ
らゆる組織・個人も内在していた問題が表面化、貧富の差が
急拡大しています。世界規模の大転換期に入り、ミケランジェロ
の「最後の審判」「鬼滅の刃」は、未来を拓くヒントになると
思われます。
    竹島を起点に、抑制された対立が続く朝鮮半島の対岸、宍
道湖・中海圏域で、「真の地方創生」を目指した、水の「や
くも水神」、空気の「happy　gate門番」、平和の「人間自然
科学研究所」の事業活動は、「感謝・感激・感動」の連続で
した。
  
｢天略」経営理論を導き出し、「哲学・政治・経済」「平和・環境・
健康」の関係性が見えてきました。
  「平和は観念でなく動的実態」宍道湖・中海圏域から「対立
から共生の文化へ」を命題に、「天命」として25年にわたる水の
偉人顕彰事業と「メカニカルアート・文ジニア（文化と技術の
新結合）ネットワーク」を通じて、「国民国連」構想を、全国・
世界へ提言させていただきます。

この経験から「原理・原則・現実・現場・現物」が繋がる




